












目的 

膜性増殖性糸球体腎炎,溶連菌感染後急性腎炎およびループス腎炎等は,血清の補体系が腎

炎の発症および病状の進展に重要な役割を演じ,血清補体価の低下が診断および病状把握

に役立つことは報告されている。しかし,血清補体価が低い時,補体価が過去において活性

化され,現在はその回復の姿をみているのか,あるいは現在も補体活性化が引き続き惹起さ

れているのか,臨床において迷う所である。また,血清補体価が正常の下限のとき,正常なの

か,生体でわずかながら補体の活性化が生じているのか決めかねることも多い。さらに,血

清補体価が正常レベルで糸球体局所にC3 が沈着している症例は,全身血には反映されない

程度のわずかな補体活性化が生じている可能性も推察される。従って,血清中に補体活性化

因子が存在するか否か検索することは臨床的に意義深いと考え,私共は C3 の C3c への

conversion を交差免疫電気泳動法(Clarke and Freeman 変法)にて観察することにより,血

清中の補体活性化因子の検索の臨床的意義について検討を行った。 


